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2021年度賃金引き上げ夏季手当諸要求第１回団体交渉

コロナ禍の中、社員とその家族が安定し

た生活を営み、安心して働くためには、

何よりも賃金の引き上げが必要！
一律ベア６,０００円！基準昇給額逓減撤廃！

夏季手当3.5ヶ月、専任社員はプラス5万円！、

要求獲得に向けて交渉スタート！
本部は２月25日、「2021年度賃金引き上げ、夏季手当および諸要求の申し入れ」

（申第24号）に基づく、第１回団体交渉を開催しました。

本部は、要求趣旨について「私達はこのコロナ禍で、いつ新型コロナウイルス

に感染するか不安な気持ちを持ちながら日々、安全安定輸送を担い相当過酷な労

働となっている。一律ベア6,000円、格差昇給の是正、夏季手当の満額回答、「新

人事・賃金制度等」の見直しや労働条件等の大幅な改善を実現することは至極当

然のことである。切実な現場社員の声にしっかりと応えること。又、専任社員の

雇用条件、労働条件を改善し、高齢労働者が安心して65歳まで働けるようにする

こと、専任Ⅴを廃止すること」等を主張しました。

一方会社は、「新型コロナウイルス感染症の影響などによる厳しい経営状況で

ある。また、諸手当を含めた賃金水準は既に高いレベルにあり、賃金や諸手当を

改善する必要性は見出せない。夏季手当についても慎重な判断が求められる」と

主張しました。

本部は、賃金の引き上げと夏季手当の満額回答、労働条件の大幅な改善等に向

けて、今団体交渉に強く臨むことを重ねて明らかにしました。

第２回団体交渉は３月３日（水）に開催します。
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2021年度賃金引き上げ、夏季手当及び諸要求の趣旨

ＪＲ東海労働組合

この約１年間、日本国内は新型コロナウイルス感染拡大の影響で各企業の

業績に大きな影響を与えている。

ＪＲ東海も同様に、新型コロナウイルス感染症の発生や感染症の拡大による

外出及び移動の自粛等の影響により大幅な減収となっているが、現場で働く社

員は日々、新型コロナウイルス感染症に怯えながら業務に就き奮闘している。

それにも関わらず会社は、年末手当で安定的支給ベースと言ってきた２．９ヶ

月の支給を一方的に解釈を歪め、２．２ヶ月という低額に抑え込んだ。

社員は、会社が期末手当の夏季手当２．７ヶ月・年末手当２．９ヶ月を安

定的支給に支給するものと信じて、これまで過去最高益を出していても利益の

還元を受けず我慢して業務に就いていた。しかし会社は、赤字を理由に社員の

期待を裏切ったため、住宅ローンや家族の学費等の計画が全て狂い、全社員の

生活設計までをも破壊した。

一方、役員報酬は自主返納としながらも、高額な報酬を維持している。また、

リニア中央新幹線建設を進めているところを見れば、営業収益は大幅に減収を

していても経営的には充分余裕があると組合は考える。

今、日本の賃金水準は、経済協力開発機構（ＯＥＣＤ）の中で相当下位にな

っている。かつて日本は先進国でもトップクラスの賃金であったが、今は最下

位であると言われている。

日本のＧＤＰは2020年７－９月期に、前年比５．７％も縮小している。これ

はアメリカよりも、遙かに大きな下落と言われている。消費が伸びない原因は、

消費者つまり労働者の賃金が低いからである。

ＪＲ東海の経営理念の中に、「日本の大動脈を支える」との言葉があるが、

これは「日本の経済を支える」とも言える。ならば、日本の経済をＪＲ東海が

最前線で牽引するために、大幅な賃金アップを行い、日本経済を再生させる原

動力になるべきである。

従って、ＪＲ東海労は賃金引き上げと夏季手当及び労働条件の大幅な改善等

を、組合の要求通り実現するよう強く申し入れる。
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